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組立説明書
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スイッチング式

昇圧コンバータキット－２

（１．５Ｖ→３．３Ｖ版）

組立説明書

※本キットを組み立てる際には次の工具が必要です。

　・ハンダゴテ、ヤニ入りハンダ

　・ニッパー、ラジオペンチ、

※次の工具があると便利です。

　・ハンダ吸取線、ハンダ吸取器、テスター

※本キットには電池、ケース、配線材、ネジ類、

　ハンダなどは含まれていません。



　　　図１　回路図

　　図２　部品配置図

　　　　（銅箔が無い方から見た図）



１．はじめに
　この度はスイッチング式昇圧コンバータキット－２を

お買い求めいただき、誠にありがとうございます。

　本キットを組み立てる際には本書をよくお読みになる

ようお願い申しあげます。

注意！
・ハンダゴテは高温になります。切り忘れなどの不注意

は火事などの原因となります。取扱には十分注意してく

ださい。

・ハンダゴテ、刃物などの工具は十分注意して扱ってく

ださい。火傷、ケガの原因となります。

２．梱包内容
　本キットには以下のものが梱包されています。

　組立の前に必ず確認してください。万一不足品や破

損品がありましたら、誠にお手数ですが　エレ工房　

さくらい　まで御連絡ください。

　・組立説明書（本書） ・・・１部

　・専用基板・・・１枚

　・部品

　　・ＩＣ　ＨＴ７７３３Ａ 　　　　　　・・・１個

　　・整流用ｼｮｯﾄｷｰﾀﾞｲｵｰﾄﾞ　Ｄ１ＮＳ４ 　・・・１個

　　・インダクタ　４７μＨ　　　　　　　・・・１個

　　・積層ｾﾗﾐｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻ　１０μＦ（106）　・・・１個

　　　１００μＦ(107) 　・・・１個

　・お直し券・・・１枚

３．回路の概略説明
　本キットの回路図を図１に示します。

　スイッチング式の昇圧ＤＣ－ＤＣコンバータは、イ

ンダクタに流れる電流を高い周波数でＯＮ／ＯＦＦ

し、ＯＮ時にインダクタに貯められたエネルギーを、

ＯＦＦ時に逆起電力として取り出す事で、電源電圧よ

り高い出力電圧を取り出します。インダクタの逆起電

力は、ダイオードにより取り出され、コンデンサで平

滑されて、直流として出力されます。

　本キットは昇圧コンバータとしてのほとんどの回路

を小信号用トランジスタと同じパッケージに収めた”

ＨＴ７７３３Ａ”を使用し、回路に必要な部品を極力

減らしています。

　ＨＴ７７３３Ａは最大で約２００ｋＨｚの周波数でイ

ンダクタをＯＮ／ＯＦＦします。このため、ダイオード

には商用周波数（５０／６０Ｈｚ）用のダイオードは使

えないので、ショットキーダイオードを使用します。

また、平滑用（と入力側）のコンデンサは電解コンデ

ンサよりもタンタルコンデンサやセラミックコンデン

サが適しています。本キットでは極性があったり壊れ

やすかった利するタンタルコンデンサではなく、積層

セラミックコンデンサを使用しています。

　出力電圧はＩＣ内部で制御回路の定数が固定されて

いますので、３．３Ｖの固定出力で可変は出来ません。

　本キットでは、１～１．５Ｖの電源から、５Ｖの出力

を得る事が出来ます。

　取り出せる電流は、

　・電源電圧１．０Ｖの時に４０ｍＡ

　・電源電圧１．２Ｖの時に、約８０ｍＡ

　・電源電圧１．５Ｖの時に、約１００ｍＡ

です。

　効率は１．５Ｖ電源の時にはおおよそ７０％～８０％

です。

４．製作
　部品配置図を図２に示します。

　ＩＣとダイオードには極性があります。取りつける

向きには十分に注意してください。

　積層セラミックコンデンサは同じ様な形で容量が異な

ります。入力側には１０６の捺印のものを、出力側には

１０７の捺印のものを取り付けてください。

　コンデンサ→ダイオード→ＩＣ→インダクタの順で

取りつけると工作しやすいと思います。

　２００ｋＨｚの高速でスイッチングする回路ですか

ら、ヒョロヒョロのモヤシ配線は動作不良の原因とな

ります。

５．完成したら・・・
　無事完成したなら、

　・部品の付け違いはないか

　・ブリッジやイモハンダはないか

　をもう一度、よく確認してください。

　ＯＫならば電源を接続してみてください。

　出力電圧を測って３．３Ｖが出ていれば完成です。

６．動作しないとき
　正常に動作しない場合もう一度部品の付け違いやハン

ダ付け、電源電圧や極性をチェックしてください。

　それでも解決しない場合下記までご連絡ください。

　どうしても動作しない場合、同封の「お直し券」に必

要事項と返信用切手を同封の上ご返送ください。

エレ工房　さくらい
〒３３８－０００６

埼玉県さいたま市中央区八王子５－４－１２

　　　　渋谷コーポ２－２０２号

mail ecw@mail.interq.or.jp

hp 　http://www.interq.or.jp/www-user/ecw/



補足説明
重要

本キットは、アマチュアの、電子工作好きな方が、ス

イッチング方式の電源回路を工作して楽しむために企画

されています。

生産品に組みこんだり、企業や学校での研究用途に対応

できるような考慮は一切されておりません。

また、ロード／ラインレギュレーションや出力リプル、

輻射ノイズなどのデータもありませんし、データを取得

する事もありません。

本キットを業務目的に使用される場合、お客様にて必要

な検討や検証を行ってください。当店では業務目的での

お問い合わせには、一切お答えいたしません。

当店では、当店で販売した商品によって生じたいかなる

損害についても、一切の責任を負いません。

その旨ご了承の上、本キットをご使用いただきますよう、

お願い申し上げます。

ノイズについて

本キットの回路では、どうしても出力はノイズ成分が

乗ったものとなってしまいます。また、電磁波の形でノ

イズが周囲に”ばらまかれ”てしまいます。周囲の回路

や本キットを接続した回路、本キットの出力から電源を

取った回路は、これらのノイズにより正常に動作しない

可能性もあります（例えば、近くのラジオには雑音が

入ってしまいます）。対策は、回路全体をシールドした

り、入出力にノイズに対してのフィルターを入れるなど

ですが、具体的な方法は個々の場合で異なりますので、

当店ではお答えできません。

ノイズ対策に対しては、お客様にて全ての対応をしてい

ただけますよう、お願い申し上げます。

出力電流について

本キットの出力電流は最大で１００ｍＡ（入力１．５Ｖ

時）です。これ以上の出力を取る事は出来ません。本

キットの回路には、過電流保護回路はありませんので、

出力ショートなどの場合、回路中の素子が壊れてしまう

場合があります。

最大でも１００ｍＡ以上の電流は流さないよう、ご使用

ください。

※入力電圧が１．８～２Ｖであれば、２００ｍＡ位取り

出せますが、実使用上１．８Ｖとか２Ｖで使用するとい

う状況はあまり考えられませんので、キットでは入力電

圧１．５Ｖを想定して、出力電流は最大１００ｍＡとし

ています。

起動時

電源電圧が１Ｖ以下の場合、負荷に２０ｍＡ以上が流れ

る状態で電源を入れても、回路が動作しない場合があり

ます。電池ＢＯＸの抵抗による電圧降下が原因で、電池

電圧よりも本キットに供給される電圧は低くなってしま

いますので、電池１本で使用する場合、あまり出力を欲

張らないほうが無難です。

電池ＢＯＸについて

例えば、本キットで１００ｍＡの出力を取る場合、出力

される電力は３３０ｍＷ（＝３．３Ｖ×１００ｍＡ）で

す。電源電圧を１．５Ｖとすると、効率が１００％とし

ても、入力側に流れる電流は２２０ｍＡとなります。

実際の効率は８０％程度ですから、実際の入力電流は上

記よりさらに２割以上も多くなります。

電子工作用の安価な電池ＢＯＸは、この様な大きな

電流で使用するのは適切ではありません。電池ＢＯ

Ｘの接触抵抗やリード線の抵抗によって、大きな電

圧降下が生じてキットの回路に供給される電圧は低

くなるため、取り出せる電流が減ってしまい、効率

も悪化します。

大きな電流を連続して取り出すような用途の場合、

大電流に適した電池ＢＯＸをご使用ください。

模型用や金属製の物が適しています。

当店では現在のところ、この様な電池ＢＯＸは扱っ

ておりませんので、お客様にてご用意くださいます

よう、お願いいたします。

模型用の場合、モーターの正／逆転スイッチがつい

ている物もありますが、このスイッチによってキッ

トの回路に逆の電圧がかからないよう、スイッチは

取り外すなどの対応をしてください。

電源電圧と出力電圧の関係について

昇圧コンバータでは、必ず

入力電圧　＜　出力電圧

である事が必要です。

回路図より明らかなように、入力電圧が出力（として

設定した）電圧より高くなると、ダイオードを通し

て、入力電圧がそのまま出力に出てしまいます。

必ず３Ｖ以下でご使用ください。


